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塔を中心として寺院地区画を決定する手順を推定、概略を略図にて説明


（本文07項から12項までの補足資料）


湾曲した崖線に寺院地を沿わせ、寺院地全体を七重塔の影響圏として形成するための作図法が用いられたのではないか？





❶ 塔を中心とした原理的なエリア（古寺院地区画の原型）を想定し、南辺の延長線が南西角に到達するように左に傾ける。








国分寺崖線と3つの湧水





東山道武蔵路





60度





❷ ここを支点として左に傾けた結果右の湧水（リオン下湧水）が枠から飛び出してしまった。そこで、この角を直角に保ったまま、リオン下湧水を取り込めるところまで枠を外に拡大。





この折れ曲がりは「原型」の中軸線が通っている場所





傾けられた黄色枠の西辺が「古寺院地区画溝」とされる溝





決定された


寺院地区画





北西角：


塔からみた夏至の日没





南西角：


塔からみた冬至の日没








半径の1／2





半径の1／2








日没の移動範囲








